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２０１６年３月２４日 

２０１５／１６年度 新南極海鯨類科学調査（ＮＥＷＲＥＰ－Ａ）の結果について 

一般財団法人日本鯨類研究所 

東京都中央区豊海町四番五号 

電話 ０３－３５３６－６５２１ 

（担当：総務部広報課） 

ＨＰアドレス http://www.icrwhale.org 

はじめに 

本調査は、２０１４年３月の国際司法裁判所（ＩＣＪ）の判決を踏まえて策定され、国際捕鯨委

員会科学委員会（以下、ＩＷＣ/ＳＣ）によるレビューを経て最終化された、新南極海鯨類科学調

査計画（ＮＥＷＲＥＰ－Ａ）に基づく第一回目の調査であり、一般財団法人日本鯨類研究所が農

林水産大臣から許可を受けて実施した。昨年１２月１日より１１５日間にわたり４隻の調査船を

用いて、鯨類の目視情報をはじめ、クロミンククジラ（Antarctic minke whale, Balaenoptera 

bonaerensis）の生物学的情報、その餌生物であるナンキョクオキアミの資源量および海洋環境情

報収集の調査航海を行った。今回の調査では、昨年度の目視調査で未調査海域となっていた南極

海第ＩＶ区の一部において、鯨類目視調査を行ったほか、新たな試みとして、非致死調査の実行

可能性・有用性を検証するため、クロミンククジラからのバイオプシー標本（皮膚の生検標本）

採集および同種への衛星標識装着実験を実施し、併せて簡易餌生物資源量調査として計量科学魚

群探知機による観測・ネットサンプリング・採水を含む海洋観測を実施した。また、第Ｖ区では

ランダムサンプリングによるクロミンククジラの捕獲調査を実施した。 

図１．２０１５／１６年度 新南極海鯨類科学調査における調査海域（青色塗りつぶし） 

ＡｒｅａＩＶ：鯨類目視調査海域（ＩＷＣ/ＳＣヒゲクジラ管理海区第ＩＶ区） 

ＡｒｅａＶ： 捕獲調査海域  （ＩＷＣ/ＳＣヒゲクジラ管理海区第Ｖ区） 

調査結果の概要 

調査名称 

２０１５／１６年度 新南極海鯨類科学調査（ニューレップ・エイ） 

英名：NEWREP-A(New Scientific Whale Research Program in the Antarctic Ocean) 
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目的 

１．ＲＭＰ（改訂管理方式）を適用したクロミンククジラの捕獲枠算出のための生物学的及び生

態学的情報の高精度化 

２．生態系モデルの構築を通じた南極海生態系の構造及び動態の研究 

 

期間 

航海日数 １１５日間（２０１５年１２月１日から２０１６年３月２４日） 

調査日数 ６５日間（２０１５年１２月２３日から２０１６年２月２５日） 

 

調査海域 

南緯６０度から南極大陸、東経１１５度から西経１７０度に囲まれたロス海を含む海域 

（図１：ＩＷＣ/ＳＣにおけるヒゲクジラ管理海区第ＩＶ区の一部および第Ｖ区） 

 

実施主体および調査員 

実施主体 一般財団法人日本鯨類研究所 

調査員  調査団長 松岡耕二（同調査研究部次長）ほか１１名 

 

調査船および乗組員 

調査母船  日新丸（８，１４５トン 江口浩司船長、ほか１０１名） 

目視採集船 勇新丸（７２４トン 佐々木安昭船長、ほか１９名） 

目視採集船 第二勇新丸（７４７トン 阿部敦男船長、ほか１９名） 

目視専門船 第三勇新丸（７４２トン 大越親正船長、ほか２１名） 

 

調査手法 

ライントランセクト法による鯨類目視調査（資源量推定のための目視調査、距離角度推定実験、

自然標識撮影、バイオプシー標本採集、クロミンククジラ衛星標識装着実験、クロミンククジラ

バイオプシー実行可能性検証実験）、発見されたクロミンククジラのランダムサンプリングによる

捕獲調査（生物学情報の収集）および簡易オキアミ資源量調査（計量科学魚群探知機による観測、

ネットサンプリング）ならびに海洋観測調査（ＣＴＤ、採水器による採水、海洋漂流物観察）。 

 

結果 

上記の調査手法により、クロミンククジラを中心とした南極海鯨類の資源動態推定のための鯨類

目視情報、クロミンククジラの生物学的情報、オキアミ資源量情報、海洋観測情報等を収集した。

調査船による総探索距離５，２７２海里（目視専門船および目視採集船の合計：約９，７６３ｋ

ｍ）の鯨類目視調査では、シロナガスクジラやナガスクジラをはじめとしたヒゲクジラ亜目６種

およびマッコウクジラやシャチなどのハクジラ亜目５種を発見した（表１）。最も発見頭数の多か

った種はクロミンククジラ（５６０群１，５６３頭）であり、次いでザトウクジラ（６６８群１，

４５２頭）、シャチ（２９群２５９頭）の順で多かった。これらの発見分布は調査海域内で違いが

見られ、クロミンククジラは氷縁周辺およびロス海に集中しており、ザトウクジラは沖合域に広

く分布していた。ロス海ではクロミンククジラの発見が全発見群の９４％を占めた。 
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表１．主な発見群頭数（往復航海の目視調査を含む） 

鯨種名 群数 頭数 

シロナガスクジラ  ２２    ３６ 

ナガスクジラ  ２６    ６４ 

イワシクジラ   ５     ６ 

クロミンククジラ ５６０ １，５６３ 

ザトウクジラ ６６８ １，４５２ 

ミナミセミクジラ   ２     ２ 

種不明ヒゲクジラ類  ２２    ２８ 

マッコウクジラ  ２７    ２７ 

ミナミトックリクジラ   ２     ４ 

ミナミツチクジラ   ３    ２７ 

種不明オウギハクジラ属鯨類   ５    １３ 

種不明アカボウクジラ科鯨類  ２３    ２９ 

シャチ  ２９   ２５９ 

ヒレナガゴンドウ   ４   １９８ 

 

調査海域のうち、第Ｖ区（東経１３０度から西経１７０度の海域）においては２隻の目視採集船

および調査母船により、捕獲したクロミンククジラ３３３頭（うち、オス１０３頭、メス２３０

頭）から生物学的情報を収集した。収集した生物情報は、主にクジラの年齢査定に必要な耳垢栓

と水晶体、栄養状態の判定に必要な脂皮厚、および繁殖情報を得る生殖腺をはじめ、餌生物種の

情報を得るための胃内容物やその他の分析用組織標本である。得られた標本の平均体長は８．２

６ｍ（うち、オス８．０６ｍ、メス８．３５ｍ）、平均体重６．６４ｔ（うち、オス６．１１ｔ、

メス６．８８ｔ）であり、７８．１％が成熟個体であった。性成熟別にはメス成熟個体の平均体

長が８．７８ｍとオスよりも大きかった（表２）。特にロス海では成熟メス個体が分布しており、

そのうち９０．５％は妊娠個体（うち、双胎２）であったことから、依然として本種の高い妊娠

率とそれらの分布に偏りがあることが示された。主要餌生物としてナンキョクオキアミ（２０４

個体）およびコオリオキアミ（１０個体）が認められた。 

 

表２．クロミンククジラの生物情報 

性別 性成熟 個体数（割合） 平均体長 平均体重 

オス 未成熟 １７（ ５．１％） ７．１３ｍ ４．１４ｔ 

 成熟 ８６（２５．８％） ８．２５ｍ ６．４９ｔ 

メス 未成熟 ５６（１６．８％） ７．０３ｍ ４．２３ｔ 

 成熟 １７４（５２．３％） ８．７８ｍ ７．７３ｔ 

 

また、鯨類目視調査では、距離角度推定実験において３２０回の誤差補正データを収集したほか、

発見された鯨類への自然標識撮影実験、バイオプシー標本採集および衛星標識装着実験といった

非致死調査も実施した。そのうち、自然標識撮影実験では個体識別に使用する背鰭や特徴的な部

位等の写真撮影を４種（シロナガスクジラ、ミナミセミクジラ、ザトウクジラおよびシャチ）、８

２個体で実施した。バイオプシー標本の採集では５種（シロナガスクジラ、ナガスクジラ、ミナ

ミセミクジラ、ザトウクジラおよびシャチ）、４０個体から皮膚標本の採集を行った（表３）。 
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表３．自然標識撮影とバイオプシー実験結果 

対象鯨種 自然標識撮影個体数 バイオプシー標本 

採集個体数 

シロナガスクジラ ２４  ８ 

ナガスクジラ  ０  ７ 

ミナミセミクジラ  １  １ 

ザトウクジラ ３６ １５ 

シャチ ２１  ９ 

計 ８２ ４０ 

 

新たな試みとして実施したクロミンククジラを対象としたバイオプシー実行可能性検証実験では

５個体から皮膚標本の採集に成功した。加えてクジラの回遊経路を調べるため、クロミンククジ

ラ１６個体に対して衛星標識の装着実験を行った(表４)。衛星標識装着個体の１頭から、約 3 週

間におよぶクロミンククジラの位置情報受信に成功した。 

 

表４．クロミンククジラバイオプシー実行可能性検証実験および衛星標識装着実験結果 

実験名 実施

回数

結果 

バイオプシー実行可能性検証実験 ９ バイオプシー標本： ５個体 

衛星標識装着実験 １６ 衛星標識装着：   ７個体 

衛星標識ダミー装着：２個体 

装着個体からのバイオプシー標本：６個体 

 

餌生物資源量調査では、計量科学魚群探知機を使用したデータ観測により合計３１日間、１，５

７１海里のデータを収集し、オキアミ類などの種確認を目的としたネットサンプリングを３２回

実施した。また２９観測点においてＣＴＤ（水温・塩分濃度）および４観測点において採水器を

用いた採水を実施して海洋環境データを収集した(表５)。 

 

表５．餌生物資源量調査および海洋観測調査結果 

調査名 観測項目 結果 

餌生物資源量調査 計量科学魚群探知機による観測 １，５７１海里 

 種同定のためのネットサンプリング   ３２回 

海洋観測調査 ＣＴＤ（水温・塩分）   ２９回 

 採水器を用いた採水    ４回 
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まとめ 

（１） 今期の調査は、反捕鯨団体による妨害を受けることなく、あらたに拡充した非致死的調

査の実験を含め、初年度に計画されたすべての調査項目を完了した。 

（２） ＩＶ区では、ＩＷＣガイドラインに沿った目視調査方法により、昨年度、未調査海域と

なっていた海域をほぼカバーし、NEWREP-A の目的に沿った、南極海における鯨類資源の

動向や生態系モデル構築に関する重要なデータを収集することができた。 

（３） 目視調査からは、ＩＶ区でのザトウクジラの資源量が急速に回復してきていることがあ

らためて確認され、一方で南緯６６度以南の南極大陸に近い氷縁付近では、多数のクロ

ミンククジラの高密度海域を発見し、同資源の頑健さもあらためて確認することができ

た。また、東経 128 度付近ではシロナガスクジラの高密度海域を確認した。 

（４） あらたな試みとして、非致死的調査の実行可能性・有用性を検証するため、クロミンク

クジラからのバイオプシー標本（皮膚の生検標本）採集実験や、回遊経路を調べるため

の同種への衛星標識装着実証実験を実施した。特に衛星標識実験では７個体のクロミン

ククジラへ衛星標識を装着し、少なくともそのうちの１個体からは約 3週間にわたる位

置情報の受信に成功した。 

（５） あらたな試みとして、簡易餌生物資源量調査としてオキアミ類の資源量把握を目的とし

た計量科学魚群探知機による観測・ネットサンプリングを実施し、併せてＣＴＤによる

水温、塩分濃度の観測や採水器による採水などの海洋観測を実施し、南極海における餌

生物環境に関するデータを蓄積した。 

（６） このほか、シロナガスクジラ、ザトウクジラ、ミナミセミクジラ、シャチからの自然標

識撮影(注 1)や、シロナガスクジラ、ナガスクジラ、ザトウクジラ、ミナミセミクジラ、

シャチからのバイオプシー標本採取(注 2)など、従来の非致死的調査も実施した。 

（７） Ｖ区における致死的調査は、調査期間中を通して、北部海域での悪天候になやまされた

が、後半の南部海域では天候に恵まれ、目標標本数であるクロミンククジラ３３３頭を

採集することができた。採集個体すべてに対して鯨体生物調査を実施して、年齢、繁殖

状態および栄養状態に関する生物学的情報を収集した。妨害により中断していたロス海

全域の調査は、２００８／０９年度調査以来７年ぶりの完遂となった。 

（８） 採集したクロミンククジラ３３３頭のうち雄は１０３頭、雌は２３０頭であった。採集

した個体のうち、雄は８３．５％、雌は７５．７7％の割合で性成熟しており、成熟した

雌の９０．２％が妊娠していた。雌の高い妊娠率は例年と同様であり、南極海における

クロミンククジラ資源の繁殖状況が健全であることを示唆している。 

（９） 今期調査で得られたデータ及び採集標本は、今後、国内外の研究機関との共同研究によ

り分析及び解析が行われ、鯨類資源に関する研究の進展に寄与することが期待される。

また、研究成果は、国際捕鯨委員会や各分野の学会などで公表される予定である。 

 

(注 1)外見上の特徴(色、ひれの形状、傷跡等)により鯨の個体識別ができるようにするため、発見

された鯨を撮影するもの。 

(注 2)DNA 等を解析するため、鯨の表皮の一部を採取するもの。 
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非致死的調査 

衛星標識装着実験 

（クロミンククジラ） 

 

非致死的調査 

バイオプシー標本の 

採集（ザトウクジラ） 

非致死的調査 

（バイオプシー採集機材）

 

餌生物調査風景 

（ネットサンプリング） 

 

餌生物調査による 

採集試料 

（ナンキョクオキアミ） 

海洋観測風景 

（ＣＴＤによる海洋観測）

 

海洋観測風景 

（採水器による採水） 

パックアイス内の 

クジラの群れ 

（クロミンククジラ） 

南極海における野生動物 

（シロナガスクジラ） 

 

 

南極海における野生動物 

（ナガスクジラ） 

非致死的調査 

自然標識撮影による 

外見上の特徴記録 

（ザトウクジラ） 

非致死的調査 

自然標識撮影による 

外見上の特徴記録 

（ミナミセミクジラ） 
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目視採集調査 

選択個体の採集 

（クロミンククジラ） 

鯨体生物調査 

プロポーション計測 

（クロミンククジラ） 

胃内容物 

ナンキョクオキアミ 

（クロミンククジラ） 

 

胃内容物 

コオリオキアミ 

（クロミンククジラ） 

採集された年齢形質 

耳垢栓 

（クロミンククジラ） 

繁殖海域の情報を探る 

ダルマザメ噛み痕 

（クロミンククジラ） 

 

鯨体生物調査 

脂皮厚計測 

（クロミンククジラ） 

鯨体の特徴 

背鰭 

（クロミンククジラ） 

採集された生殖腺 

卵巣と黄体 

（クロミンククジラ） 

 

体表に付着した 

珪藻類 

（クロミンククジラ） 

鯨体生物調査によって 

確認された腹部の珪藻類 

（クロミンククジラ） 

回遊情報につながる 

クロミンククジラ体表の 

付着生物（フジツボ） 
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南極海の氷山 調査母船日新丸 

（捕獲調査） 

調査の動画は、当研究所 Youtubeチャンネル

（https://www.youtube.com/channel/UCz3c9IIMiQPVeryAogmJIig）でご覧になれます。 

・調査母船日新丸（2015/16 年新南極海鯨類科学調査計画） 

・調査母船日新丸 Part.2（2015/16 年新南極海鯨類科学調査計画） 

・クロミンククジラ衛星標識装着（2015/16 年新南極海鯨類科学調査計画） 

・シロナガスバイオプシー実験（2015/16 年新南極海鯨類科学調査計画） 

・シロナガスバイオプシー実験 Part.2（2015/16 年新南極海鯨類科学調査計画） 

・南極の風景 カニクイアザラシ（2015/16 年新南極海鯨類科学調査計画） 


